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２）稲の成長観察と川んぼの綴１１１１３）休耕田の

lrI【をとり、池とし、田んぼ水族館にすることすこ

と‘l）水族館の管理５）Ｈ'んぽと水族館の生

物iJM従O）メンバーへのＩｉＩｉ報発Ｉｉｉ７）収機祭

の典行。

八ヶ岳たんぽの学校

キープ協会楠本降り｝

はじめに

戦後の1970年代、Ⅱ水の環境教育は、公害教ｆｒ・

野外教育・自然教fjf・Ｉ:l然保霞教育などの分野で

始められ、1980f'二代に「環境教育」という譜が統

合的に使われるようになった。その'111、ネーチャ

ーゲームなど海外の現境牧育の実践や考え刀が１１

本に多く導入ざれ大きな効果を↑\させ、人々への

環境への興味を導いてきた。

一方、Ｈ本の自然にあった、Ⅱ本人の発想によ

る環境教育への拙謝は未だ少ないのが現状である。

そのような'１$で、１１本の自然の緑の大きな要索は、

森と田んぼで、そこには多くの生物が生息してい

る。田んほは、川本とアジアに特髄性をもつ環境

である。したがって、この森とⅢんぼの自然を保

全することができれば、121本の多くの緑と生物を

守ることができると八ケl7ill'んぼの学校は考えた。

ざらに、田んぼは、繩文以来のⅡ本文化を醸成し

てきた環境である。したがって、森とⅢんぼでの

環境教育の理論や』L体的な方法をllM発し、世に提

示することができれば、［1本のI：I然にあった、１１

本人による環境教TGfを考案できるのではないかと

考えた。

それを目指すためには、２つのことを行うこと

にした。1つは、Ⅱ1んぼでiii作を(ｲｴ験し、かつ、

その生物調森をiif綱に行うことで、稲作の苦労を

自ら体験し、１１'んぼに生１J､する生物の生態を知る

ことであ゜２つめは、１１本全国で広がっている休

耕田に水をためて池とする「たんぼ水族館」にし、

その生物の変化をiillべことで、身近な環境を係企

する「たんぼ水族館」の懲雑を確認することであ

る。

結果

'）Ⅲんぼ作I〕

８ｲﾄﾞlIlIのlｲ邑耕によ'〕、、んぼやセイタカアワダ

チソウ、クズが生い茂っていた｡そのため､まず､火

入れを行い、革を焼き、それからトラクターで耕

していった。

ﾛ'1を鍬で雛ｉｉｉし、水を入れ、代かきを行い、漏水

するかどうかを確認してから本格的に水を入れた。

l蝉IHfした稲は、コシヒカリと赤米であった。

2）ィiiのiiill察

iiiのlUl察で観察した項目は､水ｉｌｎＬ水深､気温、

分けつ数、葉齢、草丈、蕊色検森であった。

①分けつ数

６)'26[lまでは５本だったが、７H3nに,。

イベとな')、それ以後、急激にjnIjIIし、７月末に

は30本を越えた。

②獺齢

燗倫は６ﾉj５日では約５で、６jjl9IZlで８と

なり７ﾉ]末には約13と変化していった。

③FIR丈

IYK丈は２つの成長ｌＵｌがあることがわかった。

’つば６月121]より６月26Hまでの,Ⅲで、もう

1つは、７１]３日から７｝】末までの,1,,であった。

①雄色検ff

liilのNLILl1状態を識別するために難色検森を行っ

た。緑が濃すぎることがないように肥料の調整

を行った。

3）体N卜Ⅱlの革をとり、池とすること

８ｲIKlIllの休耕ＩＴＩを池にするために、手作雛で草

をぬいた。特にクズの机がjLiI0深く11,1びていたた

め、抜くのに苦労を要した。地面をならし、畔を

作り、水を入れた。しかし、水がiMｵしたため粘土

を４トンほどを掘った所に蝋きながら、１１１,き、底

をならし、水を入れた。これにより保水が可能と

なり､それ以後､毎ﾛ､水が入っているかどうか､保

水しているかどうかを確認した。

4）たんぼ水族館の生物iiMff

方法

活動場所は、111梨ﾘ,｛北巨畷郡ifli根町五町mにあ

る８年間放世きれていた。300坪ほどの休耕１mで

ある。その半分を１１'んぼにし、コシヒカリと赤米

を育てた。その蝿I)のほぼ半分をたんぼ水族館と

して、草と土をとり、水を入れ、池とし「たんぼ

水族館｣とした。ｊＭＭ９には､以下のことを行なっ

た。ｌ）休眺Ⅱ1のWi:をとIハイiiiを牧堵すること

鯛！#f数育ｖｏＬｊ２ｊ
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たんぼ水族飢では、計64miの生物を確認した｡

特に水生比虫が１３種類も新たな水環境に到来

し、中でもマツモムシ、タイコウチ、ガムシ、

ミズカマキリ等が生息したことがiIFOiYすること

であった。ｉ''j生類のニホンアマガエル、トノサ

マガエルがたんぼ水族館で雌卵した。たんぼ水

族館樅には、カエルが昆虫を採るための草地を

残しておいたので、特にアマガエルがその草の

上によくいることが観察きれた。カゲロウの幼

生が約20万匹も発生し、これを餌にするので、

多数のミズカマキリ、マツモムなどが生息して

いると１１剛Ｉきれた。

5）メンバーへのh1j報発信と会合

定例会はⅡに一腿、定lUj的にもち、イinの成長

状況、生物のj鋤11状況、予鰍の執行について識

し合い、その結果をインターネットでメンバー

全日に巡絡した。

6）収穫祭の爽行

1,月に収樫祭を行った。地元の力も多数参加

下さり、大地の恵みに感謝して、ｊＵｉ:をつき、地

元の力からは、しめ繩の作り方を牧わった。

考察

sfIillIjの休垪を経た111は、かえって、栄鑑がlMA

1;｢なため、肥料をほとんど提供しなくても班作と

なることがわかった。そこでの稲の成催の観察に

より、稲のダイナミックな分けつのしくみや成及

を各|:lが体験できたことは、今後の稲をⅢいる環

境戦TPiを腱l刑する上で爪喫な体験であったと考え

る。１１本では休耕Ⅱ1がⅢんぼの約９％を占めてい

る。

休眺、をたんぽ水族館にすることで多くの生物

が'|；息するようになったことは、全国の休耕111を

環境保全や環境教育に役立てることの証左となっ

たと考える。

私たちは、これからもさらに、稲の作り方を体験

しながら学習し、たんぽ水族館の生物の変化を観

簾し、ＩＵんぼに生恩する(上物の生態と人とのllUわ

りを・つ－つ明らかにしたいと考える。

さらに、、んぼ文化をもi洲狂し、日本における

川んぼ文化を明らかにし、それらの自然環境と文

化環境を今後の環境教ｆｒに活かしていきたいと考

えている。
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